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抄録 

本研究では，高齢者福祉における介護の質の向上を目指した取り組みについて制度の側面から記録

を通した質の向上に向けた考え方について研究を行った．本研究で検討した介護福祉士の質と，介

護福祉士が残す記録との関係から，介護福祉士が残す記録によって質の向上を図ることができるこ

とが分かった．しかし，介護の質を評価するには，先に述べた評価手法や評価方法だけでは，現在

の介護に即した評価ができているとは言い難く，さらに，介護の提供内容を正確に評価するといっ

た手法も定まっていない．介護を受けている利用者にとってどのような介護に対して安心して自分

の生活を任せることができるのか，現在行っている利用者満足度調査といった取り組みに加えて利

用者に確認する仕組みを新たに検討作成していく必要があるといった示唆を得た． 

 
１． はじめに 

1987 年社会福祉士及び介護福祉士法の制定から

30 年以上が経過している．介護保険制定からこれ

まで介護サービスにおいて第一に解決すべき課題

として介護サービスの「量」に注目した取り組み

が中心だった．しかし，2000 年介護保険法の施行

とともに介護の「量」と同時に「質」に目を向け

た取り組みが進められるようになってきた．介護

保険法制定により，福祉の恩恵を受けるのみだっ

た高齢者が介護保険法制定以後，サービスを利用

する高齢者はサービスを選択してより良いサービ

スを受けることができるという，意識の変化が生

じ始めた．介護の質を求める利用者が増え，質の

向上に対する取り組みが求められ介護の質の設定

や向上が求められるが，明確な介護の質の定義は

なされていない．そこで，介護の質の明確な定義

を行いその向上に努める事と，利用者がより正確

な情報を把握し自分たちが受けるサービスを選択

する事が出来るということが求められるようにな

ってきている． 

そこで明確に定義されなければならいこととし

て介護の「質」についてである．先行研究によっ

ても介護の「質」を明確に定義しているものは少

ない．介護の提供者と受給者である利用者が，そ

れぞれ異なっており，サービスの利用者やサービ

ス提供者である介護職によって生活歴や価値観が

異なっていることから，明確に介護の質は何かを

定義することは難しい．しかし，それぞれ異なっ

た生活歴や価値観を持つ利用者に対しても，質の

高い介護を提供するために質について整理するこ

とは必要であると考える．そこで本論文では，先

行研究を概観し，これまでの高齢者福祉サービス

の「量」から「質」への取り組みを概観し，介護

の「質」の在り方の一考察としての提言を行うこ

とを目的とする． 
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２．研究目的 
介護の質に関する先行研究レビューを行い，今

後介護福祉士が意識をするべき介護の質の整理，

分析を行い，「介護の質」とは何かについての整理

を行い，介護の質の指標を定める一つの提言とす

ることを目的とする．今回の研究では対象を介護

福祉分野における高齢者福祉の介護の質に限定し

て調査を行うこととした． 
 

３．研究方法 
介護の「質」に関しての先行研究，文献研究を

行い質に関する分析と整理を行う．論文検索にお

いては医中誌 Web を中心におこなった．検索キー

ワードは「介護福祉」「質」「利用者満足」を組み

合わせて行った．会議録を除く，論文，解説，総

説を対象とした．本研究では，介護福祉士の提供

する介護の質を求めることとし，介護を提供する

家族や親族といった全ての人を対象とせず介護福

祉士に限定して調査をすすめた．介護の質と利用

者満足の関係性にも迫ることができるよう，「利用

者満足」といったキーワードを組み込んで検索を

行った． 
 

４．倫理的配慮 
本論文は文献研究を中心として行うが，調査内

容の解釈に祖語のないよう十分に注意を払い研究

を進めた． 
 

５．結果 
（1）  介護サービスの「質」に関する取り組み 
介護サービスの「質」に関しての取り組みは永

田の研究では 1970 年代から取り組まれていたこ

とがまとめられている 1）．1972 年中央社会福祉審

議会老人福祉専門分科会の発表した「老人ホーム

のあり方」に関する中間意見では，高齢化が進む

中での老人ホームの整備について述べられており，

その中で老人ホームは，「向上する国民生活水準，

変化する老人福祉の思想，多様化する老人のニー

ドに対応するもの」でなければならないとしてお

り，同時に「量的確保を図ることは勿論，さらに

今後の年金水準の改善等による老人の生活水準の

向上，および一般国民の住民水準の向上や老人の

プライバシー意識の尊重等将来を予想してその質

的改良をはかることが必要である．」とまとめられ

ている．つまり 1972 年の時点で老人ホームはこれ

から変化し得る高齢者福祉を見据え，高齢者のニ

ードを中心にし，今後の生活水準の向上を視野に

入れ，介護サービスに求められるものは介護の質

であるということを示唆している．また，永田は

この中間報告では，これまで国が定めた施設の外

形的基準を守ったサービスを提供しさえすれば，

処遇の内容，サービスの質に関して全く問われな

かった状況から，サービスの「質」に関しての提

言をしたことに意義があるとしている．つまり，

70 年代以前には国が定めた規則に沿った施設であ

れば質は問われず，多くの施設が老人ホームとし

て認められていたことになる．この報告以降，高

齢者福祉は質を意識した流れとなると思われた． 
80 年代に入ると，社会福祉の普遍化と有料化に

より，サービスの質の向上は必然的なものになっ

ていった．低経済成長下の公的規制の範囲の拡大

や乱用が問題とされており，介護サービスは国が

公的責任として実施するものという考えから，国

が委託した民間事業者によるサービスやシルバー

サービスへと進展してきた．そこから徐々に民間

事業者によるサービスは国民に受け入れられるよ

うになり，利用者の選択，契約によるサービスの

利用が進んだ．これが，社会福祉の質と量の両面

からの充実を施策とした政策を検討することが求

められるようになる要因となった．しかしこの時

点では 2017 年現在では多数存在している介護サ

ービスの民間事業者や，シルバーサービスに対し

ての国民の質に対する意識には疑問があり，質に

対しての要求は高まらず，とにかく入所できるよ

うにしたいという意見が多かった．また，高齢者

施設において，質の担保若しくは，質の向上に向

けた取り組みとして中心に執り行われていた点は

「食事」「排泄」「入浴」「人権擁護」といった視点

から取り組まれていた．それぞれの施設でそれぞ

れに対してどのように介護の質を向上させるかと

いった取り組みも注目されてきた（2． 

しかし，1989 年の高齢者保健福祉推進十か年戦

略（ゴールドプラン）において，量的拡大に重点

が置かれたため，措置制度は継続し，大きく介護

サービスの質の改善を図ることはできなかった．

そしてこの高齢者保健福祉推進十か年戦略が安定

したころにようやく介護サービスの質に関しての

取り組みが重要視されるようになったのである．

つまり，「量」の供給に目途が立ったと考えられた

のである． 
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「量」の整備が整い始めてきていたが，高齢者

を支える若い世代の減少が示唆されていた．そこ

で，量の確保と同時に質も確保できるように介護

保険制度が成立した．介護保険制度の成立により

介護の社会化がすすめられ，措置制度から契約に

よるサービスの提供システムへと変わった．ここ

から利用者の意識は福祉の恩恵を授かる受給者か

らサービスを選択する消費者へと転換し，享受す

るサービスに対して，負担に見合うだけのサービ

スの質を求めるようになった．高齢者介護の意識

がこの介護保険成立後から大きく変化していった

といえよう．ここから，介護サービスの質に関し

ての取り組みは，介護保険法第 5 章の事業者およ

び施設に関する指定や取消しなどの条文で，各サ

ービス事業者に対してサービスの評価を行うこと

を挙げ，自己評価の努力規定を示している．しか

し，これはあくまでも努力義務であり強制される

ことはなかった． 

さらに，「2015 年の高齢者介護～高齢者の尊厳

を支えるケアの確立に向けて～」ではサービスの

質の確保と向上を取り上げ，評価結果を公表する

ことにより利用者の選択に資することで質の改善

を促していく仕組みを構築していくことが示され

た．この報告では，介護サービスの質の保障・向

上には，利用者が選択できるという状況でなけれ

ばならず，利用者の選択に資する情報の提供が必

要であるとして，第三者評価や，外部評価が求め

られるようになった３）．ここにきて，自己評価，

第三者評価や外部評価が進められるようになり，

質にかかる取り組みが進められるようになってき

た．外部からの視点が介護の質の向上に資すると

認識されていた． 
このように，これまでわが国では「量」の確保

を重点的に行ってきており，その提供される質に

関する評価や，質向上の取り組みに関して多く語

られることはなかった．そのような中でも，自己

評価や，第三者評価，外部評価においてそれぞれ

の施設や事業所のサービスの質の評価が行われ，

そこからそれぞれのサービスの質向上に資するも

のとされてきた．しかし，介護の「質」の明確な

評価方法や内容がない限り，具体的な質に関する

取り組みは難しいのではないだろうか．そこで，

これから介護の質に関する評価方法に関する取り

組みについての状況を概観していく．（2017 年現

在はどのような介護サービスの質の評価方法でも

第三者評価や外部評価が主に行われており，未だ

介護サービスの「質」を明確に定義している論文

は見当たらず，質が高い介護サービスとは何か，

質の高さに影響する要素は何かについて述べられ

ているに過ぎず，介護サービスの評価を行い，介

護サービスの質を求めることには困難な現状であ

る 4）． 
 

（2） 介護の質について 
 森山らは，介護の質は，今すぐにでも取り組む

べき現代社会の課題であり，国と自治体は，介護

の質を上げていくために，政策体系に基づく行政

政策に取り組み，介護事業者は適正な介護を提供

し，介護労働者は利用者を物扱いしないこと，ま

た，介護の最前線にいることを誇りに持つこと，

そして家族や，親族と市民ボランティアは，介護

に携わりながら自己実現していくことを恥ずべき

ことではないと考えることができる環境といった

ように，介護の提供者，受給者のみの関係性で考

えるのではなく，そこに，国や地方自治体，家族，

親族，ボランティアといった関係性の充足までも

考えることが介護の質の向上につながると述べて

いる 16）．また，森山らは介護の質を以下の 3 つに

分類している．それは，第 1 に介護の利用者と提

供者の相互関係から生まれる原資形態とし，質の

自由権と定義している．次に第 2 の形態とし，医

療と介護の連携で社会に創り出す介護の質とし，

質の社会権と定義している．最後に第 3 に利用

者・提供者の関係と社会による関係の質が国家に

統括される全体の形態とし，質の介護保障基本権

として定義されている．これはすなわち，利用者

と介護職員の介護の直接的な需給関係と介護職員

と医療者等との連携，国による介護職員と利用者

の関係の統括が介護の質を定義し向上させ得る関

係性だと述べている 17）．介護の質を定義するため

に，介護の提供，需給関係から求めることにして

いる． 
 
（3） 介護の「質」評価 

介護の質はどのように評価されるべきなのであ

ろうか．安達は介護の質を個人，社会，国家レベ

ルで分類している．利用者と介護者の関係を個人

レベルと定義し，利用者と，職員の関係が含まれ

る．社会レベルの質は介護における物的整備とそ

れぞれで働く介護福祉士，訪問看護師などの人的

資源とその養成が含まれるとしている．国家レベ

ルの質を，利用者の介護度と介護保険料の関係か

ら質が変化することを述べており，介護に関わる

法制度が国家レベルの質といえよう．この三点か
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ら介護の質を評価することができると述べている
5）．施設に生活している利用者にとっては，個人レ

ベルでの質が直接的に関係する質の在り方であり，

利用者と介護者の在り方を検討し質を向上させる

ことが，直接的な質の向上であるといえよう． 
看護学研究の中では，質の定義とその評価に関

して，アメリカの医療経済学者ドナベディアン 6）

の研究が看護の質についての研究の基礎として広

く活用されている．ドナベディアンは医療の質の

定義を医療者と患者の間と患者自身の内部で起こ

っている活動を「過程」と定義し，その判断には

直接観察する，記録された情報を検討して何が起

こったのかを再構築する方法があるとした．また，

その他に「構造」「結果」を挙げ，「構造」とはす

なわち医療提供者が使える道具や資源，その働く

組織的な場所の比較的安定した特徴を表しており，

これは特別養護老人ホームの場合施設や，家族の

通いやすい立地，職員数が当てはまる．「結果」は

医療によって患者にもたらされた現在とその後の

間での健康変化を意味している．特別養護老人ホ

ームでの利用者の変化は介護度の変化や，認知度

の変化等が挙げられるが，顕著な変化としては表

れにくいが，ドナベディアンの「結果」の定義で

は患者の姿勢，患者が得た健康関連知識，そして

医療関連行動まで含めている．特別養護老人ホー

ムが家族やボランティアの活動を通して地域の中

核的役割を担っていくことによる地域への福祉の

発展や，利用者の介護度の低下等が結果として当

てはまる．先にも述べた通り，特別養護老人ホー

ムに生活する利用者にとっての質の保障・向上は

利用者と介護者との関係の中で決定づけられると

考えられる． 
 

（4） 介護の質と記録の関係 
介護の質の向上に利用者と介護者の関係を重視

する場合，その関係を維持・向上させていくため

のものの一つに記録の存在があると考えている．

そこで，ここでは，介護記録と介護の質の関係に

ついて検討していく．株式会社日本総合研究所の

報告書では，介護サービスの質を高めていくため

に以下の 3 点に関しての方向性を示している．「①

経営品質の向上②常に学び蓄積し改善していく組

織③多様な人材の交流」を示している．介護サー

ビスの質を高めていくための方向性としての②常

に学び蓄積し改善してく組織に関して「サービス

の改善は，現場の職員一人だけで出来る事ではな

い．職員一人ひとりが介護実践を通じて経験的に

学び，知識・技術を蓄積していくことは当然のこ

ととして，その知見や経験を組織として共有し，

例えばサービスを提供するプロセスを改善すると

いった取り組みが必要である」と介護職員の知識

や技術を蓄積し，広めていくことの必要性が述べ

られている 7）．介護記録という形で残された介護

職員の知識や経験を集約し，サービスのプロセス

を改善していくという事は，介護サービスの質の

向上に向けた取り組みとして意味があるのではな

いだろうか． 
次に介護記録に関しての研究は，介護記録の在

り方そのものを問う研究よりもその媒体やシステ

ム，構造を研究しているものが多く見受けられた．

今村ら 8）が，ユニットケアの普及によるケアのあ

り方の変化により，介護職員が認知症の症状を持

つ方の発する様々な情報をいかに「気づき」ケア

に生かせるようになるかが問われるようになって

きているが，その「気づき」は介護職員の知識や

能力に拠ることが大きく，そのノウハウは共有さ

れていないことを検討しており，共有を主とした

記録システムの構築を研究している．介護職員に

よる気づきは職員個々による意識や技術の違いが

影響している．そこで，記録をすることで，その

「気づき」を共有することが重要である為，施設

で活用されている記録をどのように活かすかが重

要な視点となると考えられる． 

介護職員が日々の業務の中で残す介護記録の目

的は，①介護職の実践の証明②サービスの質の向

上③ケアプランに反映することでより良いサービ

スの提供④利用者・家族との円滑なコミュニケー

ションを図るための資料⑤介護職員の専門性の向

上 9）10）11）ということが一般的な記録のテキスト

として示されている．また，小関ら 12）は記録の必

要性に関して「職人芸的な処遇を乗り切るために

は経験としての処遇を科学化する必要があり，処

遇記録を情報化し蓋然性を予測する仕組みづくり

が必要である．それがケアにおける利用者本位の

推進につながる．しかし，記録物の重複やその記

録内容はスタッフ個々人がとらえた現象をおのお

のの判断基準に基づいて記録したものであり，記

録方法の統一が図られておらず科学的，系統的に

ケアを行うことが現状の課題である．」とし，介護

記録を残すこと，さらには，介護記録の分析を行

うことが介護職員の専門性の向上につながるとし

ている．介護記録は残すだけでは意味を成さず，



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 29 2019 

 

高齢者福祉における介護の質に関する一考察 520
 

それぞれの介護職員が残した知識や経験を共有し，

活かすことに意味がある．村田 13）は，医療従事者

の中で情報共有を行うことでより効率的で有効的

な医療を行うには欠かせないものであると述べて

おり，医療従事者間での情報の共有は患者への医

療サービスの向上をもたらすことを示唆している．

これらの記録の意義と理解を進めるためには介護

職員に対する記録の勉強会を行うなど意識の変化

を起こすことで介護の質の向上につながるのでは

ないかと考えられる． 
独立行政法人労働政策研究・研修機構 14）の「働

くことと学ぶことの調査」の中で，職場で教わる

ことや，仕事を通じた経験が仕事の専門的な能力

のスキルアップや，向上効果につながっていると

感じる主観的な評価が向上していることが明らか

になっている．また，島崎ら 15）の研究において，

疑似カルテを用いたカルテに関しての意識向上に

おける調査では疑似カルテを用いることで看護職

員や，医師が現状のカルテの不足点を認識するこ

とに至っている．ここから「カルテをチームの記

録としてのあるべき姿に変えるのは容易ではない

が，意識が変われば記録内容は変わる．」と意識の

変革がもたらす記録内容の変化を示唆している．

このように，介護の質を向上させるためには，介

護記録を見直すことが一つの方法であることが述

べられている． 
 

６．考察 
 ここまで，介護現場における質について求めて

きた．少子高齢化の社会では，まず質より量を安

定させることが求められてきた．しかし，サービ

ス提供媒体をいくら整えたところで，利用者，つ

まり高齢者の生活満足度は向上しない．今後これ

以上サービスの提供媒体を増やすのではなく，よ

りサービス内容に注目して介護を捉えていかなけ

ればならないのではないだろうか．介護サービス

の質の向上を目指すことで，介護を受ける利用者

や利用者家族にとって安心してその場で生活を送

ることができることにつながり，全ての人にとっ

てやっと人間らしい生活が送ることができると考

える．さらに，介護サービスの質に着目して，介

護を語ることで，介護を提供する介護職員にとっ

てその仕事がよりやりがいのある仕事につながる

のではないかと考えている．これは，介護を受け

る側がより人間らしい生活を送ることを求めるこ

とで自分たちの存在証明に繋がり，介護を提供す

る側が質の高い介護を求めて日々研鑽することで

介護職員の存在意義がより強くなり，介護職員の

地位向上，介護の質の向上につながるのではない

かと考える．現在わが国では，認定介護福祉士の

初の認定がされたところである（18．この取り組み

は，介護福祉士にとってはそれぞれの専門職とし

てのキャリアアップにつながる取り組みとして注

目されているが，引いてはこのように明確に定め

られた制度があることで，より専門的知識を持っ

た介護福祉士が増え，介護の質も向上していくこ

とにつながるのではないかと考えている．このよ

うに資格といった側面から質の向上を求めると同

時に職員個々のスキルアップを目指すことが今後

の介護職員の役割ではないだろうか．今回検討し

た介護福祉士の質と，介護福祉士が残す記録との

関係から，介護福祉士が残す記録によって質の向

上を図ることができることが分かった．しかし，

介護の質を評価するには，先に述べた評価手法や

評価方法だけでは，現在の介護に即した評価がで

きているとは言い難く，さらに，介護の提供内容

を正確に評価するといった手法も定まっていない．

介護を受けている利用者にとってどのような介護

に対して安心して自分の生活を任せることができ

るのか，現在行っている利用者満足度調査といっ

た取り組みに加えて利用者に確認する仕組みを新

たに検討作成していく必要があると考えている． 
 

７．今後の課題 
今回の研究では，これまでの介護の歴史的経過

や，介護をどのように評価しているかといった点

について焦点を絞り研究調査を行ってきた．しか

し，介護の質の定義やその評価に至る指標を発見

するに至らなかった点は，本研究の課題である．

今後利用者満足度調査等と合わせて介護の質とは

何か，介護の質を向上させるためにはどのような

評価や取り組みが必要かを検討していくことが求

められる． 

また，今回は，制度を中心に調査を行ってきた

が，今後は，介護福祉士の実際の取り組み内容や，

認定介護福祉士の活躍について調査を行っていき

たいと考える．また，本研究を基に，介護の質を

向上させる取り組みとして介護記録を基にした研

究を深めていく必要があると考える． 
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